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No. 694

湯船のアジサイ

湯船あじさいまつりが６月19日に開催されました。

いくつもの白や紫、青のアジサイの群れが、

静かに静かに沿道に花開いていました。
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国
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
必
要
な
事
前
防
災
と
減
災
、

そ
の
他
す
み
や
か
な
復
旧
復
興
に
役
立

て
る
施
策
を
総
合
的
で
計
画
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
「
強
く

し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る

た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土

強
靱
化
基
本
法
」
を
制
定
し
、
平
成
26

年
６
月
に
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

小
山
町
は
、
国
の
平
成
27
年
度
モ
デ

ル
調
査
実
施
団
体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
内
閣
官
房
と
静
岡
県
か
ら
助

言
や
支
援
を
受
け
、
平
成
28
年
５
月
に

「
小
山
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
モ
デ
ル

事
例
と
し
て
全
国
の
公
共
団
体
な
ど
に

提
示
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
計

画
の
策
定
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

　

今
後
、
防
災
・
減
災
と
地
域
成
長
を

両
立
さ
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
「
安
全
・
安
心
」
を

最
優
先
し
て
い
き
ま
す
。

小
山
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を
策
定

強
く
、
し
な
や
か
な 

小
山
町
へ

1

2

36

5

4
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■基本理念
　国土強靱化の趣旨を踏まえた地域づくりを進める際には、
町民・行政・民間事業者の「参加と協働」によるまちづくり
の推進を図り、町民の「安全・安心」を最
優先するために、「富士山頂のあるまち」
「金太郎生誕の地」にふさわしい、元気で、
強く、安全な地域社会の実現を目指します。

■強く、しなやかに　小山町国土強靱化地域計画

■計画の位置付け

調和

小山町国土強靱化地域計画
（平成28年度～平成31年度）

小山町第４次総合計画（Ｈ23年度～Ｈ31年度）

調
和

国土強靱化基本計画 国 県 国土強靱化地域計画

調
和

…

そ
の
他
　
個
別
計
画

地
域
防
災
計
画

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

国
土
利
用
計
画

地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
小
山
町
は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
る
一
方
で
、
台
風
な
ど
の
豪
雨

に
よ
る
被
害
を
幾
度
と
な
く
受
け
、
富

士
山
噴
火
や
南
海
ト
ラ
フ
、
相
模
ト
ラ

フ
な
ど
で
発
生
す
る
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
の
脅
威
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
災
害
の
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
防
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

・
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
耐
震
化

・
防
災
協
定
の
締
結

・
広
域
防
災
協
力
体
制
の
構
築

・
地
区
防
災
組
織
の
強
化

・
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
共
同

体
制
の
強
化

・
小
山
町
災
害
対
策
本
部
の
機
能
強
化

と
二
元
化

 

■
計
画
の
趣
旨

　
「
小
山
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」

は
、
ど
ん
な
自
然
災
害
な
ど
が
起
こ
っ

て
も
、
機
能
不
全
に
陥
ら
ず
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
あ
り
続
け
る
「
強
靱
な
地

域
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
計
画
で

す
。

　
町
で
は
「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

区
域
」
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
共

に
、
「
小
山
町
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
3
」
に
基
づ
く
地

震
対
策
な
ど
、
国
土
強
靱
化
の
施
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・
創
生
総
合
戦
略

8

7

１　
避
難
所
体
験
（
北
郷
中
学
校
で
防
災
教
室
）　

２　
兵
庫
県
三
木
市
と
の
防
災
協
定
の
締
結　

３　
消
防
団
操
法
大
会　

４　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
地
域
で
備
え
る　

５　
熊
本
県
へ
支
援
物
資
と
想
い
を
届
け
る　

６　
各
機
関
が
連
携
し
て
（
土
砂
災
害
に
対
す
る
訓
練
）　

７　
消
火
器
は
こ
う
や
っ
て
使
う
ん
だ
ね
（
地
域
防
災
訓
練
）　

８　
レ
ン
タ
ル
資
機
材
な
ど
を
扱
う
㈱
ナ
ガ
ワ
と
の
防
災
協
定
の
締
結



2016.7. 広報おやま

　企業、住民の流出等に
よる地域活力の低下

・小山町「内陸のフロン
ティア」を拓く取組にお
ける三来拠点事業の推進

・良質な宅地供給
・地域コミュニテイの活性
化の推進

「小山町国土強靱化地域計画」は町のホームページでも紹介  　http://www.fuji-oyama.jp/

　自衛隊、警察、消防等の
被災等による救助、救急
活動等の絶対的不足

・地域防災力の充実、強化

　地域交通ネットワークが
分断する事態

・幹線道路整備・橋梁長
寿命化

・災害時応援協定を締結
する事業所などとの連携
強化

　被災地での食料、飲料水
等生命に関わる物資供給の
長期停止

・食料・飲料水等の備蓄
促進

・応急給水体制の整備

　電力供給停止等による
情報通信の麻痺、長期停止

・防災拠点庁舎における
非常電源・燃料の確保

　情報伝達の不備や災害に
対する意識の低さ等による
避難行動の遅れ等で多数の
死傷者の発生

・災害関連情報の伝達手段
の多様化

・防災意識の向上

　町の職員、施設等の被災
による行政機能の大幅な
低下

・町の防災拠点庁舎などの
安全性の確保、防災機能
の強化
・町の業務継続に必要な
体制整備

　異常気象等による大規模
な土砂災害、水害等による
多数の死傷者の発生のみな
らず後年度にわたり地域の
脆弱性が高まる事態

・森林の適正な整備、治山
対策

　

町
で
は
、
予
想
さ
れ
る
地
震
、
火
山
噴
火
、
土
砂
災
害
・
水
害
の
３
つ
の

災
害
と
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
34
項
目
の
「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪

の
事
態
」（
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）
を
設
定
し
、
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
推
進
計
画
を
整
理
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
で
も
特
に
回
避
す
べ
き

シ
ナ
リ
オ
に
対
す
る
12
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

基 本 目 標 を
達成するため

特に「起きてはならない最悪の
事態」を回避するための

の重点プログラム

12

■
基
本
的
な
考
え
方

　
国
の
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
と
県
の

地
域
計
画
と
の
連
携
を
考
慮
し
て
、
小

山
町
の
基
本
目
標
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

・
基
本
目
標

　
い
か
な
る
災
害
が
発
生
し
よ
う
と
も
、

①
人
命
の
保
護
を
最
大
限
図
る

②
地
域
社
会
の
重
要
な
機
能
の
致
命
的

な
障
害
の
回
避
及
び
維
持
を
図
る

③
町
民
の
財
産
及
び
公
共
施
設
に
係
る

被
害
の
最
小
化
を
図
る

④
迅
速
な
復
旧
復
興
を
図
る

 

・
事
前
に
備
え
る
べ
き
目
標

①
人
命
の
保
護

②
迅
速
な
救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等

３ ４ ５ ６

９ 10 11 12
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町の安全・安心のために
　
　小山町消防団は、充実した消火・救助活動のために、
普段から組織力の向上に努めています。迅速な行動、
正確な作業といった技術力の向上を競い合う操法大会
には特に力を入れています。いざ災害のときに消防団
の動員数は強みになり、消防団の制服を見た町民から

　“安心”してもらえるよ
うに、日々努力しています。
　国土強靱化地域計画の
中にも「地域消防力の確
保」「防災訓練の充実・
強化」「消防団員の能力
向上」など、消防団につ
いての施策が設定されて
います。団はこの計画推
進のために、これまで以
上に団員確保や訓練実施
による団員の能力向上に
努めて、町の“安全・安
心”を担っていきます。

国土強靱化地域計画についての問い合わせ　　町長戦略課　☎76－6133

　緊急輸送路等の途絶によ
り救急、救命活動や支援物
資の輸送ができない事態

・道の駅の防災拠点化
・災害時応援協定を締結
する事業所との連携

　富士山火山噴火による多
数の死傷者の発生のみなら
ず後年度にわたり地域の脆
弱性が高まる事態

・情報伝達体制の整備
・富士山須走口五合目の
再整備

　医療施設及び関係者の絶
対的不足・被災。支援ルー
トの途絶による医療機能の
麻痺

・災害時医療救援体制の
整備

　地震による建物等の倒壊
や火災による死者等の発生

・住宅の耐震化率向上
・家具などの転倒防止
・地域消防力の確保
・消防施設・設備の整備

１ ２

７ ８

③
行
政
機
能
の
確
保

④
情
報
通
信
機
能
の
確
保

⑤
経
済
活
動
を
機
能
不
全
に
陥
ら
せ
な

い
⑥
生
活
・
経
済
活
動
に
必
要
最
低
限
の

電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
燃
料
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
早
期
復
旧
を
図
る

⑦
制
御
不
能
な
二
次
災
害
を
発
生
さ
せ

な
い

⑧
地
域
社
会
・
経
済
が
迅
速
に
再
建
・

回
復
で
き
る
条
件
を
整
備
す
る

⑨
防
災
・
減
災
と
地
域
成
長
を
両
立
さ

せ
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

小山町消防団
団長　小野正敏さん
平成25年4月就任

Interview

■強く、しなやかに　小山町国土強靱化地域計画

プログラムの推進について、聞く

小山町防災課
中越祥生防災専門監
元陸上自衛官

協働で地域防災力を強化
　
　国土強靱化地域計画は、町民の生命、身体、財産を
守り、町の行政機能や企業の経済活動が機能不全に陥
らないようにプログラムを設定し、行政、町民、民間
が協働により推進していくためのものです。防災課と
しても、危機管理体制の充実を図るほか、自主防災組
織、防災関係機関と民間事業所との連携により地域防
災力を強化していきます。
　町民の皆さんも、まず
は自らの命を守るため、
家具の固定化、非常用
食料の備蓄など家庭内
対策を進めてください。
また、災害が起きたとき
を想定して、家族で避難
所までの避難経路や連絡
方法など、年に１、２回
程度話し合ってみてくだ
さい。家族での防災会
議をぜひ、行ってくださ
い。

▲熊本地震による家屋倒壊の様子（益城町）　防災課撮影
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　町内の推進区域では、事業の具体化に向けた取り組みが進められています。湯船原地
区では、工業団地や太陽光発電施設の造成工事のほか、次世代施設園芸団地の完成など
大規模プロジェクトが目に見える形になってきました。駿河小山駅周辺地区では、駅北
側に新たな飲料製造工場が完成・操業するなど、小山町の「内陸フロンティア」は大き
く動いています。

『東名高速道路足柄サービスエリア周辺を広域都市交流拠点とした土地利用事業推進区域』
　・（仮称）足柄スマートインターチェンジの整備や、隣接地に観光複合施設などを立地
　・災害に備え、立地企業との災害時協力協定締結を行い、広域防災拠点として活用

　

静
岡
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
へ
の
備
え
や
、
さ
ら
に
先
を
見
据
え

た
事
前
復
興
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
防

災
・
減
災
と
地
域
成
長
を
両
立
さ
せ
た
、

美
し
い
品
格
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
「
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
拓
く

取
組
に
よ
り
、
県
土
の
強
靱
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
６
つ

の
地
区
に
お
い
て
、
県
の
「
内
陸
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
推
進
区
域
」
の
指
定
を
受
け
、

今
年
５
月
に
は
、
新
た
に
須
走
周
辺
地

区
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

推
進
区
域
で
の
事
業
の
具
体
化
に
よ

り
、
雇
用
の
創
出
や
観
光
交
流
人
口
・

定
住
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
共
に
、
企

業
と
の
災
害
時
協
力
協
定
締
結
に
よ
る

緊
急
物
資
供
給
・
避
難
場
所
確
保
な
ど

を
進
め
ま
す
。
産
業
振
興
や
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
を
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
に
も
つ
な
げ
、
町
民
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
、
魅
力
あ
る
小
山
町
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

　
　
　
　
　
　
　
正
式
に
設
置
許
可

　

６
月
６
日
に
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら

東
名
高
速
道
路
（
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
）
と
小
山
町
道
と
の
連
結
が
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
（
仮
称
）
足

柄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省
か
ら
町

道
と
の
連
結
許
可
書
の
伝
達
が
６
月
14

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
31
年
３
月
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
を
目
指
し
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
約
30 

ha
の
区
域
に

は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
観
光
複
合
施

設
の
事
業
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
拓
く
取
組

▲国からの連結許可書を受け取る込山町長（中央）

新
た
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
安
全
・
安
心
な
小
山
町
へ

防
災
・
減
災
と
地
域
成
長
を
両
立
さ
せ
た
地
域
づ
く
り

「内陸フロンティア推進区域」の最近の動き

足柄ＳＡ周辺地区

▶
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

　
（
足
柄
Ｓ
Ａ
下
り
線
側
）

▶
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
隣
接
地
に
計
画
し
て

　
い
る
観
光
複
合
施
設
の
構
想
。平
成
31
年
３
月

　

の
完
成
を
目
指
す

ふじのくにAQUA×IGNIS小山　事業計画
マスタープラン ⬇

名古屋

⬇東京

⬇

名古屋

⬇東京

⬇⬇

名古屋
名古屋

⬇⬇

東京東京

東名高速道路東名高速道路

足柄SA足柄SA
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■強く、しなやかに　小山町国土強靱化地域計画

内陸フロンティアに関する問い合わせ　　未来拠点課　☎76－6129

県
内
最
大
規
模
の

　
　
　
ト
マ
ト
栽
培
施
設
が
竣
工

 　

平
成
26
年
度
か
ら
上
野
地
先
で
整
備

を
進
め
て
き
た
「
次
世
代
施
設
園
芸
団

地
」
が
完
成
し
、
６
月
10
日
に
竣
工
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
７ 

ha
の
敷
地

に
高
糖
度
ト
マ
ト
「
ア
メ
ー
ラ
」
の
ハ

ウ
ス
20
棟
が
立
ち
並
び
、
最
先
端
の
情

報
通
信
技
術
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房

設
備
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
次

世
代
の
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
加
藤
寛
治
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
、
川
勝
平
太
県
知
事
、
込
山

町
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
出

席
し
、
式
典
後
の
内
覧
で
は
、
施
設
整

備
を
行
っ
た
富
士
小
山
次
世
代
施
設
園

芸
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
稲
吉
正
博

会
長（
㈱
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
富
士
小
山
代
表

取
締
役
）が
施
設
を
案
内
し
ま
し
た
。

小
山
湯
船
原
工
業
団
地
の

　
　
　
　
　
　
造
成
工
事
開
始

 　

静
岡
県
企
業
局
が
湯
船
原
に
整
備
す

る
小
山
湯
船
原
工
業
団
地
の
造
成
工
事

安
全
祈
願
祭
が
６
月
１
日
に
行
わ
れ
、

川
勝
平
太
県
知
事
や
込
山
町
長
な
ど
約

70
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
願
い

ま
し
た
。

『再生可能エネルギーを活用した産業拠点整備事業推進区域』
　・工業団地、物流団地、次世代施設園芸団地などの整備による雇用創出と地域経済の活性化
　・木質バイオマスや太陽光など地域資源を活用した発電施設整備による再生エネルギーの創出
　・災害に備え、企業との災害時協力協定締結、避難所などへの非常電源供給

湯船原地区

　

工
業
団
地
の
広
さ

は
31
・
4 

ha
で
、
平

成
30
年
度
の
完
成
を

目
指
し
７
区
画
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
県
と
連

携
し
、
首
都
圏
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
優
位
性

や
豊
か
な
自
然
環
境

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
る
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
て
、
分
譲
価

格
を
公
表
し
、
進
出

希
望
企
業
か
ら
の
申

込
受
付
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

▲整備イメージは「富士山を借景にした森にたたずむ工業団地」 ▲安全祈願祭で鍬入れする込山町長

▲トマトの栽培が始まったハウス内で施設の説明を
　受ける川勝知事（左）や込山町長などの来賓

▲上野に整備された次世代施設園芸団地
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◆年度途中の加入や脱退があるときは、加入月数により月割計算します。
◆国民健康保険税は世帯主課税です。（世帯主が国保でなくても世帯主に課税されます）
◆所得により均等割・平均割が軽減される世帯は下記のとおりです。
　⇒対象となる所得（世帯の総所得金額）は世帯主と国保被保険者の所得の合計額です。
　　・７割軽減世帯　世帯の総所得が33万円を超えない世帯
　　・５割軽減世帯　世帯の総所得が「33万円＋国保被保険者×26万5千円」以下の世帯
　　・２割軽減世帯　世帯の総所得が「33万円＋国保被保険者×48万円」以下の世帯

　平成28年度の納税通知書は、７月中旬に世帯主あてに郵送します。
　また、国民健康保険税の医療保険分の限度額を52万円から54万円に、後期
高齢者支援分の限度額を17万円から19万円にそれぞれ引き上げます。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
、
自
分
が
望
ま
な

い
形
で
離
職
し
た
人
（
非
自
発
的
失
業

者
）
に
対
し
て
、
国
保
税
の
軽
減
の
申

告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

◆
条
件（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
離
職
日
が
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降

で
あ
る
こ
と

②
離
職
者
の
年
齢
が
離
職
日
に
お
い
て

　

65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
が
、
11
、
12
、
21
〜
23
、
31
〜
34

で
あ
る
こ
と

★
必
要
な
も
の
は
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
と
印
鑑
で
す
。
住
民
福
祉
課
、

各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

★
不
明
な
点
な
ど
は
、
住
民
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

③
の
確
認
方
法

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
「
離

職
年
月
日
理
由
」
欄
に
あ
る
コ
ー
ド

番
号
が
次
の
い
ず
れ
か
に
な
る
人

 

特
定
受
給
資
格
者

　

対
象
コ
ー
ド　

11
、
12
、
21
、
22
、

　
　
　
　
　
　
　

31
、
32

特
定
理
由
離
職
者

　

対
象
コ
ー
ド　

23
、
33
、
34

国民健康保険税の算出方法
賦課限度額平等割均等割資産割所得割

540,000円

190,000円

160,000円

19,300円

8,000円

7,000円

17,300円

9,600円

11,800円

29.6％

10.0％

7.0％

4.8％

2.0％

2.2％

医療保険分

後期高齢者支援分

介護保険分

※介護保険分は40歳以上65歳未満の人に加算されます

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療制度 税と料の算定

〈保険料の算出方法〉
平成28年度

保険料
上限は57万円

均等割額
39,500円

所得割
基礎控除（33万円）
後の総所得額など
×所得割率（7.85％）

＝＋

後期高齢者医療制度保険料

問合せ　住民福祉課　☎７６－６１００

　保険料算出方法は、右の図の
とおりです。保険料決定通知書
は８月中旬に郵送します。
　納付方法は、年金天引きによ
る方法（特別徴収）と、現金ま
たは口座振替による方法（普通
徴収）になります。

おやま　information

国民健康保険税
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町
で
は
、
町
内
で
新
た
に
結
婚
生
活

を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
の
住
居
費
や

引
っ
越
し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 

対
象
世
帯

　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
世

帯
が
対
象
で
す
。

①
平
成
28
年
７
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
世
帯

②
夫
婦
の
年
間
所
得
の
合
計
が
３
０
０

万
円
未
満
で
あ
る
世
帯

③
対
象
に
な
る
住
居
が
町
内
に
あ
り
、

新
婚
世
帯
が
当
該
住
居
地
に
住
民
登

小
山
町
結
婚
新
生
活

支
　
援
　
補
　
助
　
金

　

録
さ
れ
て
い
る
世
帯

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
世
帯

 

補
助
対
象
経
費

　

住
居
費　

結
婚
を
機
に
、
新
た
に
物

件
を
購
入
、
ま
た
は
賃
借
す
る
際
に

要
し
た
費
用
で
、
物
件
の
購
入
費
、

賃
料
、
敷
金
、
礼
金
（
保
証
金
な
ど

含
む
）、
共
益
費
と
仲
介
手
数
料

　

引
っ
越
し
費
用　

引
っ
越
し
業
者
ま

た
は
運
送
業
者
へ
の
支
払
い
。
そ
の

他
の
引
っ
越
し
に
掛
か
る
実
費

 

補
助
額

　

住
居
費
と
引
っ
越
し
費
用
を
合
わ
せ

た
額
が
対
象
で
、
１
世
帯
あ
た
り
18
万

円
を
上
限
と
す
る
。

 

申
請
期
間

　

７
月
１
日
〜
平
成
29
年
２
月
28
日

 

申
請
窓
口

　

役
場
２
階
お
や
ま
で
暮
ら
そ
う
課
、

各
支
所

 

※
詳
し
く
は
、
お
や
ま
で
暮
ら
そ
う
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　町では子育て世代と次世代を担う子どもたちの
健やかな成長と定住を促進させるため、出産祝金
を支給しています。
 
対　象　町内で生まれた第２子以降の子どもの母
または父で、当該児出生前３年以上小山町に居住
し、申請時において引き続き町内に居住する意思
のある人。
　ただし、申請時に持ち家（家族所有も含む）に
引き続き居住する意思のある人は、当該児出生前
１カ月以上小山町に居住していることで対象にな
る。 
出産祝金の額　第２子　　　　５万円
　　　　　　　第３子以降　10万円
申請方法　
・「小山町出産祝金支給申請書」を出生日の翌月
末までに申請
・申請者と出生児の本籍が小山町にない場合は、
戸籍謄本などを添付
・祝金の支給申請は同一の子に対して１回限り

　「おやまで出逢いたい」「おやまで結婚したい」
「おやまで暮したい」
　そんな思いをかなえるため、町では婚活支援事
業“おやま出逢い♥大社”を始めました。出逢い
を求めている独身の人、あなたにぴったりなご縁
を　“おやま出逢い♥大社”で見つけませんか？ 
個別相談・仲介希望の人へ
　町の結婚支援相談員による個別相談と仲介支援。
相談員が親身になってサポートします。 
イベント参加希望の人へ
　新しい出逢いの場を提供すべく、さまざまな婚
活イベントを開催中。
 

「ダイヤモンド婚」参加者募集！
と　き　８月20日（土）13：00～18：00頃
ところ　健康福祉会館など
内　容　石を使った造形ワークショップ、
　　　　ダイヤモンド富士観測
定　員　30人（予定）
　　　　※応募多数の場合は抽選

おやま　information

“おやま出逢い♥大社” 出産祝金

問合せ　おやまで暮らそう課　☎76－6137　Eメール kuraso@fuji-oyama.jp
　　　　★定住・移住サイト「ASUO（アスオ）」は、結婚・子育てなどの情報満載　http://asuoyama.jp

あ
な
た
の
出
逢
い
、
新
婚
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

応援するぜい！

結婚する
皆さんの
新生活を
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役

文

体

健

役場本庁

総合文化会館

総合体育館

健康福祉会館

総務課（76－6130）

可燃ごみ

不燃ごみ

カン・金属類・小型家電

有害ごみ（乾電池・充電池）
危険ごみ（スプレー缶・ライター）

ビン・古紙類・段ボール

ペットボトル

ごみの収集

行事名

場　所

木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

２歳児歯科健診
２歳６カ月児フッ素塗布

　　東静建設㈱
　　（76－0152）

第52回富士山金太郎夏まつり
図書館休館日

　　㈱田代建設
　　（76－0503） 

パパママ学級

ねんきん相談

　　駿河小山幼稚園
　　足柄幼稚園
はじめてのクッキング

１歳６カ月児健診

はじめてのクッキング

休日水道当番店
上下水道課（76－6125）

行政相談 13：00～
総務課（76－6130）

介護相談 13：30～
社会福祉協議会（76－9906）

心配ごと相談 13：30～
社会福祉協議会（76－9906）

のびのび子育て相談 9：30～
健康増進課（76－６６６８）

ココロの健康相談 13：30～
健康増進課（76－６６６８）

ぺんぎんランド
　　は生涯学習課　9：30～
（76－5722)
その他は各保育園・こども園
10：00～

図書館おはなしの会 10：30～
図書館（76-4270）

わくわくランド 10：00～
駿河小山・足柄・須走幼稚園

休日歯科当番医
健康増進課（76－６６６6）
9：00～15：00

〈７月の講座〉　専門講師による体験講座に、ぜひご参加ください！
　　１日（金）　19：00～19：30　ピラティス／気になるお腹を引き締めよう！　講師：日吉知美さん
　　８日（金）　11：15～11：45　脳トレエクササイズ／頭も体も目指せ－５歳！　講師：渡井美亜さん
　 20日（水）　10：00～10：30　リフレッシュセルフマッサージ／カラダをほぐして免疫力アップ
　　　　　　　　　　　　　　講師：筒井佳代子さん
　 26日（火）　13：30～14：00　コンディショニング／腰痛・膝痛改善　講師：金澤和子さん
　 27日（水）　 9：30～10：00　ビューティヨガ／心と体をしなやかに　講師：田代華奈子さん
　 問合せ　健康増進課　☎76－6668

リラクゼーションスタジオ◇ぷち講座

　持ち物
リラクゼーション
スタジオ登録証
（当日の登録可）と
利用料200円、
　室内シューズ
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町民カレンダー　７月
日 月 火 水

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

富士山開山式
参議院議員通常選挙投票日
　　富士山まつり（須走幼稚園）
　　岩瀬歯科医院
　　（83－8989）
　　㈲勝俣水道工事店
　　（76－1579）

　　江塚歯科医院
　　（87－3141）
　　臼幸産業㈱
　　（76－1200）

　　江本歯科医院
　　（82－1243）
　　㈲理水工業
　　（76－4861）

　　大木歯科医院
　　（76－4188）
　　青木商会
　　（76－0155）

　　すがぬま保育園
人権擁護相談

　　すばしり保育園

　　きたごうこども園
　　いきど保育園
無料法律相談

　　すがぬま・すばしり保育園
　　（ミニ夏祭り）
３歳児健診

　　いなば歯科クリニック
　　（84－1080）
　　㈱和太組
　　（78－0548）

　　きたごうこども園 
BCG接種

海の日
　　子上歯科医院
　　（82－0030）
　　㈲会澤工業
　　（76－0050）

　　いきど保育園

７月の納期限（８月１日）

　固定資産税、国民健康保険税
　介護保険料、町営住宅家賃
　幼稚園授業料、保育料
　水道料金、下水道使用料

　生涯学習センター
　　４日（月）、11日（月）、19日（火）、25日（月）　
　あしがら温泉
　　５日（火）、12日（火）、19日（火）、26日（火）
　健康福祉会館〈リラクゼーションスタジオ〉
　　４日（月）、11日（月）、19日（火）、25日（月）

7月は18：00点灯 

夕暮れ時は早めのライトオン

「車も歩行者もピカッと光れ」

小山町交通安全対策協議会

公共交通機関を
利用しましょう

施設の休館日
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▲成績を報告する川野選手と岩田校長

▲ポンプ車操法を行う消防団員

　「第55回全日本競歩輪島大会」の男子ジュニア10㎞
と男子高校５㎞で優勝し「世界競歩チーム選手権」
ジュニア男子10㎞で、日本代表中最上位の８位、団
体で３位入賞した須走在住で県立御殿場南高校３年
生の川野将虎さんが、込山町長、天野教育長らに成
績報告をしました。川野選手は両大会のメダルを披
露して「輪島の大会では自己ベストで優勝できた。
高校総体の東海大会で良い成績を収め、全国大会で
の上位を目指したい」と、決意を話しました。

　消防操法大会が５月29日、須走多目的広場で開催
されました。この大会は、町消防団の７つの分団が
参加し、消防技術の向上、士気の高揚、分団の結束
力の強化などを図り、規律厳正な団体行動を目的と
して、ポンプ車操法と小型ポンプの部で競われまし
た。
　各分団では、大会に向けて約１カ月にわたって早
朝練習に取り組んできました。審査員らが評価する
中、団員らは大きな声を出し、きびきびと動いて練
習の成果を発揮しました。

世界大会で銅メダル

すみやかに、正確に
消防団消防操法大会

競歩の川野将虎選手が成績報告

まさとら

▲受賞報告をする冨川翔太さん、山口達徳さん、松下緋織さん、
　小山LC大工原会長

地域を美しく

　日本善行会の善行表彰を受賞した北郷中学校は５
月25日、込山町長、天野教育長に受賞を報告しまし
た。北郷中学校は、小山ライオンズクラブが実施し
ている国道246号棚頭インターチェンジ周辺環境美
化活動に、平成19年度から３年生が参加していて、
ライオンズクラブの会員と共に、ごみ拾いや草取り
などを行ってきました。冨川翔太生徒会長は「先輩
たちが築いてきた活動をさらに活性化させて、何十
年も続けていきたい」と受賞の喜びを話しました。

北郷中学校が善行表彰
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▲セレモニーランでは生涯学習センターをスタート

▲車いすを活用した要支援者の避難支援

新緑の風になれ

　国際自転車レース「ツアー・オブ・ジャパン」の
富士山ステージが６月３日、富士山須走口登山道
「ふじあざみライン」で開催され、国内外のプロ自
転車選手約100人が標高差1,200ｍ、全長約11.4㎞の
　“激坂”に挑みました。
　レース前のセレモニーランが生涯学習センターか
らふじあざみラインスタート地点まで行われ、込山
町長の号砲と共に走り出した選手は、沿道の町民か
らの声援に笑顔で応えていました。

備えよ、常に
土砂災害に対する防災訓練

　土砂災害に対する防災訓練が６月５日、足柄地区
をモデル地区として実施されました。町内に、土砂
災害発生の恐れが高まったとの想定で災害対策本部
設置、避難所の開設、避難勧告発令による住民の避
難、土のう作成などを訓練しました。訓練終了後、
込山町長から「平成22年に起こった豪雨災害から
５年がたち、意識が薄れてきているかもしれない。
訓練することで各機関が連携、協力し合って、しっ
かり備えてほしい」と講評がありました。

ツアー・オブ・ジャパン富士山ステージ

　菅沼の甘露寺は６月４日、寺の再興400年記念祭
で、13年ぶりに国内最大級の大幟（縦37m、横20m）
を開帳しました。強風のため半分程度の掲揚となり
ましたが、地域の人をはじめ開帳を聞きつけ遠方か
ら来たという人なども、準提観音の大きさに圧倒さ
れながら、手を合わせたりカメラに収めたりしてい
ました。
　当日は約70人の子どもたちによる稚児行列も行わ
れるなど、菅沼坂下はたくさんの人で賑わいました。

大幟を13年振りに開帳
甘露寺で再興400年記念祭

▲本堂より大きい準提観音が描かれた大幟

のぼり

じゅんてい
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御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
で
は
「
患
者
等
搬
送
事
業
者

等
に
対
す
る
指
導
及
び
認
定
に
関
す
る

要
綱
」
を
制
定
し
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ

民
間
救
急
サ
ー
ビ
ス
㈱
」
に
患
者
等
搬

送
事
業
者
認
定
証
を
交
付
（
平
成
28
年

４
月
１
日
付　

第
１
号
）
し
ま
し
た
。

 

患
者
等
搬
送
事
業
者
　

　
患
者
等
搬
送
事
業
者
と
は
、
緊
急
性

の
な
い
患
者
を
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
搬

送
用
車
輪
付
き
ベ
ッ
ド
）
や
車
い
す
な

ど
を
固
定
で
き
る
車
を
使
用
し
て
、
医

療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設
、
自
宅
な
ど

へ
搬
送
や
送
迎
を
す
る
事
業
者
で
す
。

　
認
定
を
受
け
た
事
業
者
の
搬
送
用
の

自
動
車
に
は
、
応
急
手
当
に
必
要
な
資

機
材
を
積
載
し
て
い
て
、
応
急
手
当
の

講
習
を
修
了
し
適
任
証
の
交
付
を
受
け

た
乗
務
員
が
乗
車
し
ま
す
。

 

利
用
の
例

・
入
院
、
退
院

・
自
宅
か
ら
の
通
院

・
病
院
間
の
転
院
搬
送

・
施
設
か
ら
病
院
、
病
院
か
ら
施
設
へ

　
の
搬
送

・
施
設
間
の
搬
送

救
急
車
と
の
違
い

・
緊
急
走
行
が
で
き
な
い
（
サ
イ
レ
ン

と
赤
色
灯
の
装
備
が
な
い
）

・
利
用
時
間
や
距
離
に
応
じ
て
料
金
が

掛
か
る

・
医
師
や
看
護
師
の
同
乗
が
な
い
場
合

は
医
療
行
為
を
行
え
な
い

★
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
事
業
者
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い

★
緊
急
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い

■ 消防署からのお知らせ information  from fire house

案内

▲GOTEMBA民間救急サービス㈱の
　搬送用自動車

普通救命講習Ⅰ（３時間）
・成人に対する救命処置
　８月19日（金）　18：00～　定員 20人
　９月14日（水）　13：00～　定員 30人
実技救命講習（２時間）
・救命入門コース、ＷＥＢ講習を受講した人の
実技講習
　８月19日（金）　19：00～　定員 20人
　９月14日（水）　14：00～　定員 30人
普通救命講習Ⅲ（３時間）
・小児、乳児、新生児に対する救命処置
　９月  ９日（金）　13：00～　定員 30人

ところ　いずれも御殿場消防署（東田中）
対　象　御殿場市・小山町に在勤、在住してい

る中学生以上の人
受講料　無　料

募集

問合せ　御殿場消防署　救急救助スタッフ  　☎82－7150　FAX82－7154

問合せ　小山消防署　☎76-0119　　HP  http://www.gotemba-oyama-kouiki.jp/syoubou/kyu_koshu.pdf

救命講習会で学びませんか

▲救命講習の様子

ＷＥＢ講習を
ご利用ください！

救命講習を
受講すれば

命のリレーを
学べるぜい

〈応急手当WEB講習〉〈救命・救急講習〉

　消防署では、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使
用した救命講習会を開催します。４月からインター
ネット上で学べる応急手当ＷＥＢ講習を開始して
います。詳しくは、消防本部ホームページ、または
お近くの消防署までお問い合わせください。

「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
民
間
救
急

サ
ー
ビ
ス
㈱
」を
認
定

認定患者等搬送事業者

「ＧＯＴＥＭＢＡ
　民間救急サービス㈱」
　　代表取締役　勝又将太
　
〒412-0006　
御殿場市中畑659－6　
☎78－6541
　
※ストレッチャー、車いす
兼用車
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本
校
の
笙
陵
祭
で
は
、
学
年
の
壁
を

超
え
、
各
カ
ラ
ー
に
分
か
れ
て
協
力
し

競
い
合
い
ま
す
。
文
化
の
部
で
は
、
去

年
と
同
様
に
歌
合
戦
を
行
い
ま
し
た
。

去
年
よ
り
も
さ
ら
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、

他
カ
ラ
ー
の
人
が
歌
っ
て
い
る
と
き
も

盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
の
メ
イ
ン
企
画
は
「
生

徒
参
加
型
企
画
」
で
す
。
私
は
た
く
さ

ん
の
生
徒
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
初
は
な
か
な
か
演
目
が
決
ま
ら
ず
に

困
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
実
行
委
員
の

メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
っ
て
当
日
は
と
て

も
よ
い
企
画
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
行
委
員
の
仲
間
、
先
生
の
支
え

が
な
か
っ
た
ら
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

文
化
の
部
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
一
般
公
開
の
日
も
た

く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
普

段
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
姿
も
見
る
こ
と

が
で
き
て
い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

３
年
間
続
け
た
笙
陵
祭
実
行
委
員
で
す

が
、
最
後
に
実
行
委
員
長
を
や
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

7

H28年度笙陵祭実行委員長
３年　大河内かおりさん

☆☆COLUMN コラム☆☆ Kaori Ookawachi

問合せ　静岡県立小山高等学校　☎７６－1188

　

今
月
か
ら
県
立
小
山
高
等
学
校
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

元
気
あ
ふ
れ
る
小
山
高
生
の
魅
力
が

満
載
で
す
。

　

今
回
は
、
６
月
４
日
に
開
催
さ
れ

た
文
化
祭
「
笙
陵
祭
」
に
つ
い
て

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

１　男子、熱唱中！　２　吹奏楽部の華麗な演奏　３　いらっしゃい、いらっしゃーい　４　熱い！相撲対決　５　おいでませ家庭部へ
６　金太郎といっしょだぜい　７　美しきダンス部の舞い　８　かわいい女子と後方にかわいいクマ　９　金太郎？　いえ、小太郎です

小山高生
№１「笙陵祭」

き
ら
め
け

6

5 19

2

3

48

し
ょ
う
り
ょ
う
さ
い



162016.7. 広報おやま

小
山
町
生
涯
学
習
施
設
　
指
定
管
理
者
　

　
ビ
ル
保
善
・
シ
ン
コ
ー
・
よ
し
も
と
運
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
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─

5
7
0
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3
2
9
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▼
チ
ケ
ッ
ト
・
各
種
教
室
問
合
せ　

☎
76
─

5
7
0
0

▼
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76
─

4
2
7
0

「
お
や
ま
で
生
涯
学
び
た
い

　
　
　
　
ひ
と
へ
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

■第１回講座
テーマ　「富士山須走口五合目で
　　　　　天の川を観賞しよう！」
と　き　８月５日（金）
　　　　19：00～21：00
　　　　※総合文化会館18：00集合
　　　　　バスで五合目まで送迎
　　　　※予備日　８月６日（土）
ところ　富士山須走口五合目
　　　　第２駐車場
講　師　御殿場市立西中学校教諭
　　　　　高梨　美華さん
対　象　小学生以上　30人
参加料　1,000円
持ち物　天体望遠鏡、双眼鏡（持っている人）、

防寒着
　
■第２回講座
テーマ　「宇宙建築について」
と　き　８月23日（火）
　　　　13：30～15：00
ところ　総合文化会館
　　　　会議室
講　師　元JAXA特別共同利用研究員　
　　　　　髙田　大暉さん
対　象　小学生以上　30人
参加料　無　料
問合せ　生涯学習課　☎76－5722

■陶芸教室
と　き　７月28日、８月４日、18日、25日
　　　　全４回
　　　　いずれも木曜日　
　　　　19：00～21：00
ところ　総合文化会館　
　　　　美術工芸室
参加料　2,900円（４回分）
問合せ　総合文化会館　☎76－5700
　
■ステンドグラス体験教室
と　き　８月26日（金）　
　　　　19：00～21：00
ところ　総合文化会館
　　　　美術工芸室
参加料　3,200円
その他　９月から全４回コースが始まります
問合せ　総合文化会館　☎76－5700
　
■アイシングクッキー教室
と　き　７月26日（火）　
　　　　10：00～正午
ところ　総合文化会館　
　　　　集会室
参加料　2,000円
問合せ　総合文化会館　☎76－5700
　

■脂肪燃焼サーキット
と　き　７月７日、14日、21日　全３回
　　　　いずれも木曜日 
　　　　10：00～10：50
ところ　総合体育館
対　象　高校生～40歳までの人

※健康上異常のない人、運動制限の
ない人

参加料　１回　500円
持ち物　タオル、飲み物、運動のできる服装
問合せ　総合体育館　☎76－5708

ふるさと発見講座参加者募集

ひ
ろ
ば

夢
み　か

ひろき

図書館の本を選びに行こう！

～児童書選書ツアー～

と　き　８月17日（水）10：00～19：00
　　　　総合文化会館集合
ところ　浜松北文化センター（浜松市）
　　　　※バスで移動
内　容　ブックフェアに参加して、町立

図書館の書架に並べたい本を選ぶ
対　象　小学生以上　20人
　　　　（町内在住・在勤）
参加料　無　料
　　　　※昼食代は各自持参
問合せ　生涯学習課　☎76－5722

図書館では、毎週土曜日におはなしの会を開催しています。
★おはなしコーナー★　10：30から30分程度　　　図書館　☎76－4270

おいらも脂肪を
燃やして

シェイプアップ
だぜい！
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こども育成課　☎７６－6122

子どもたちの歓声が響く町・小山

　力を振り絞る必死の表情。力強い躍動感あふ
れる動き。そして、わき上がる歓声。
　この春、町内小学校５校のうち３校が運動会
を実施しました。子どもたちは「すべての力を
出し切ろう」「一致団結、力を合わせよう」と
運動会に精いっぱい取り組んでいました。そん
な姿を見守り、励ます、保護者や地域の皆さん
の応援の声。その声に応えるかのように一層力
が入る子どもたち。
　子どもを中心に、運動場が一体となっている
様子に、学校と保護者、地域の皆さん、みんな
で子どもたちの成長を見守る小山町の良さを感
じた運動会でした。

　７月９日から17日まで小山町にホームステイ
をする日本が大好きな高校生４人を紹介します。
左からライアン、ミシェル、ヘイリー、ブリアナ
です。このうち３人の生徒の家には、３月に
ミッション市を訪問した小山町の中・高校生が
ホームステイをし、学校体験もしました。
　ミッション市で彼らが通うエコール・ミッ
ション・シニアセカンダリースクールは、生徒
数約1,300人の大きな高校で、日本語学習クラ
スが置かれています。このクラス在籍者を中心
に、今後も小山町との生徒相互交流が行われる
予定です。

町長戦略課　☎７６－６１３５
★小山町国際友好協会HP　http://www.fujisan-oifa.com/

国際交流通信

運動会の一コマから

コ ラ ム
This is my home.

カナダ　ミッション市より

よ
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「入らない！」
　演習場では、射撃訓練や爆破訓練を行っており大変危険なため、演習場の土地所有者、入会組合
の関係者以外の一般の方は、演習場内に入ることは禁止されています。（法令により罰せられます）

「さわらない！」
　演習場内で写真のような砲弾などを発見した場合は、絶対触れないでください。非常に危険です。

「まず連絡！」
　演習場内で砲弾などを見つけた場合は、現状のままにして、その場所を富士学校へ連絡して
ください。
　なお、演習場外で見つけた場合は、最寄りの警察へ連絡してください。

不発弾を見つけた場合の連絡先　☎０５５０－７５－２３１１
平　　　　日：富士学校　演習場管理課　内線２２９１
土日・祝祭日：富士学校　学 校 当 直　内線２３０２ 写真提供「陸上自衛隊富士学校」

③赤い柵を設置して、特に危険
　な地域を標示しています。

②米軍も捜索に協力しています。

①自衛隊は、定期的に不発弾捜索
　を行っています。

不発弾事故絶無のために！
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

不発弾事故を防ぐ３カ条「入らない！」「さわらない！」「まず連絡！」
安全を確保するために

information oyama

小中学校の掲示板で
学校の日常を紹介しています
小中学校の掲示板で

学校の日常を紹介しています

行事や活動、授業のようす、給食など、
たくさんの話題が満載！

行事や活動、授業のようす、給食など、
たくさんの話題が満載！

行事や活動、授業のようす、給食など、
たくさんの話題が満載！

行事や活動、授業のようす、給食など、
たくさんの話題が満載！

町のホームページの町のホームページの

ホームページ  http://www.fuji-oyama.jp/　　問合せ　こども育成課　☎76－6122
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ネコの飼い主の皆さんへ

　「庭に入ってきてふんをする」
「泣き声がうるさい」など、飼いネ
コの苦情が多く寄せられています。
飼い主はこれらを十分認識し、近所
に迷惑を掛けないようにしましょう。

問合せ　総務課　くらし安全班
　　　　☎76－6130

おしらせ

県地域計画課

　静岡県では、人口減少の克服を
目指す地方創生の実現に向け、そ
の阻害要因となる規制の改革のう
ち、県や県内市町の条例などに基
づく規制の改革に関して、具体的
な提案を募集しています。
　提案にあたっては、県HPで電
子申請を行うか、以下の①～⑤の
項目を記入した提案書を提案受付
窓口まで郵送またはファックスで
送付してください。①提案事項名
②提案する具体的な規制改革の内
容③具体的な支障事例④規制条例
などの具体名⑤提案者情報
 HP 「ふじのくに規制改革会議」
問合せ　静岡県地域計画課
　　　　　☎　　054－221－2220
　　　　FAX　054－271－5494

第23回親子現場見学会
沼津建設業協会

と　き　８月９日（火）　少雨決行
見学地　横浜市環状北西線、こど

もの国（予定）
集　合　総合文化会館
　　　　7：30（予定）　　　　
持ち物　雨具、水筒、子ども用自

転車ヘルメット
対　象　小山町在住の小学生とそ

の保護者（５組10人）
申込み　７月11日（月）　8：30～
　　　　19日（火）まで
問合せ　沼津建設業協会　
　　　　☎055－943－6726

案 内

特定健診・健康診査実施日の訂正
住民福祉課

　健診該当者に５月下旬にオレン
ジ色の封筒を郵送しました。封筒
に入った「健康診査・検診の同時
実施のお知らせ」と広報おやま６
月１日号３ページ掲載の「特定健
診・健康診査、肝炎ウイルス・前
立腺がん検診」の実施場所・指定
医療機関の表のうち、南寿堂医院
について健診実施日と受付時間帯
に誤りがありました。お詫びして
下記のとおり訂正します。
（正）南寿堂医院  ☎76－0088
　　月・火・水・金　9：00～11：00
問合せ　住民福祉課　☎76－6100

浄化槽の検査をしましょう
東部健康福祉センター

　浄化槽は、家庭からの生活排水
を浄化して地域の快適な環境を守
る役割を担っています。浄化槽法
では年３回以上の保守点検、年１
回以上の清掃、年１回の法定検査
が義務づけられています。静岡県
の法定検査受検率は低く、県では
法定検査を受けていない家庭に対
して指導を行っています。
　水環境を守るため、必ず法定検
査を受検しましょう。
検査の申込み　
　静岡県生活科学検査センター　
　☎054－621－5863
問合せ　東部健康福祉センター
　　　　☎054－621－2136

案 内

案 内行政相談
総務課

と　き　７月８日（金）
　　　　相談員　滝口　正さん
と　き　７月22日（金）
　　　　相談員　牧野　京子さん
ところ　役場１階　総合相談室
　　　　※いずれも13：00～16：00
問合せ　総務課　☎76－6130

無料法律相談
社会福祉協議会

と　き　８月３日（水）
　　　　13：00～15：00
ところ　健康福祉会館社協相談室
相談員　弁護士による法律相談
定　員　３人　※相談料無料
予　約　７月11日（月）から
問合せ　社会福祉協議会
　　　　☎76－9906

ねんきん相談
住民福祉課

と　き　８月18日（木）
　　　　10：30～14：00
ところ　役場１階　総合相談室
相談員　沼津年金事務所職員
予　約　７月29日（金）まで
定　員　６人（要予約）
問合せ　住民福祉課　☎76－6101

沼津法人会

と　き　８月19日（金）
　　　　13：00～16：00
ところ　御殿場市民会館　
対　象　小学生とその保護者
定　員　1,150人
申込み　７月20日（水）から小山町
　　　　商工会で入場券を発行
参加料　無　料
問合せ　沼津法人会事務局
　　　　☎055－922－4014

相 談

相 談

相 談

募 集

平成28年6月１日現在（　）内は前月比

人口増減の要因
社会的増減 自然的増減

小山町の人口（外国人住民を含む）
　１９，２２４人　（－９）　  
      男　　9,964人 （－13） 
　　女　　9,260人 （+4）
世帯数　　7,570世帯（+1）

転入　45人
転出　52人

出生　13人
死亡　15人

地方創生の実現に向けた
規制改革に関する提案募集募 集

夏休み親子税金教室と
映画上映会
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　８月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの笑顔
の写真を７月10日まで募集します。（応募者多数の
場合は選考）住所、氏名、連絡先、お子さんの名前・
生年月日と笑顔の写真を、メールまたは郵送してく
ださい。件名「広報おやま８月号おたんじょうび」

【お詫びと訂正】　広報おやま６月号
の「おたんじょうびおめでとう」コー
ナー掲載の中川惠太ちゃん（平成27年
６月１日生まれ）の名字と誕生年、
荻嶋礼佳ちゃん（平成26年６月６日生
まれ）の誕生年を誤って記載しました。
お詫びして訂正します。

田代　心優ちゃん（大胡田） 島嵜　省燕ちゃん（下原） 斉藤　友梨愛ちゃん（大胡田）
しょうえんみ ゆ う

𠮷田　恵梧ちゃん（吉久保）
け い ご

田代　果帆ちゃん（大胡田）
か ほ

写真
大募集！

鶴木　晶心ちゃん（東原）
あ こ

渡辺　樹ちゃん（吉久保） 山﨑　汐莉ちゃん（小山4）
いつき

　７ページで紹介の上野に整備された大規模園芸
団地では美味トマト“アメーラ”が栽培されていま
す。ハウスはセンサーで管理され、トマトたちの環

境をコントロール。あまりの広さに取材中
迷子になるところでした。（６月10日撮影）

今月の
こんな
いちまい

ゆ り あ

し お り

7月31
日平成2

6年

生まれ
7月4日
平成2

5年

生まれ

7月26
日平成2

6年

生まれ
7月24

日平成2
7年

生まれ
7月6

日平成2
7年

生まれ

7月13
日平成2

7年

生まれ
7月30

日平成2
7年

生まれ

7月15
日平成2

7年

生まれ

問合せ　町長戦略課　☎７６－６１３５
<E-mail> chiiki@fuji-oyama.jp
<郵送>　　〒410-1395（住所不要）




